
No.３２

２０１０年　８月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

御言葉 ローマ 8:1-4
賛美 ホザナ（Faith03 Vol.2 #1　ｐｐｔ２５）

使徒信条 会衆一同

交読文 29
賛美 感謝と喜びを(ｐｐｔ　１８)
メッセージ 悪魔 - 訴える者（ゼカリヤ 3:1-5）

祈り

賛美 イエスは勝利をとられた　(ppt　)
主の祈り 会衆一同

祝福の祈り 会衆一同

報告

祈祷課題
・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・奉仕者が与えられるように：礼拝準備、賛美リード、奏楽

・主に忠実な聖徒達が 30 名以上与えられるように

　祝福の御言葉（ローマ 8:31-39）　空欄に自分の名前を入れて祈りましょう

神が の味方であるなら、だれが に敵対できるでしょう。

のために、ご自分の御子をさえ惜しまずに死に渡された方が、どうして、

御子といっしょに全てのものを、 に恵んでくださらないことがありましょう。

を訴えるのはだれですか。神が義と認めてくださるのです。

罪に定めようとするのはだれですか。死んでくださった方、いや、よみがえられた

方であるキリスト・イエスが、神の右の座に着き、 のためにとりなしてい

てくださるのです。

死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるものも、後に来るものも、力ある

者も、高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスに

ある神の愛から、 を引き離すことはできません。

の主・イエスキリストの名前によって。　アーメン！

メッセージ概要

まず、ローマ 8：１-4によると、キリスト・イエスにある者は、神から罪に定められることは決して無い。

「悪魔」はギリシア語で「διαβολος（ディアボロス）」すなわち訴える者、告発する者、誹謗中傷する者である。

逆に翻訳するなら「私は誰々を告発します」「誰々を中傷します」と言う事は、ギリシア語的に「私は誰々の

悪魔です」と言っているようなものである。

悔い改めて自分の罪を告白するなら主は赦してくださる（１ヨハネ 1:8,9）が、自分を棚に上げ、兄弟姉妹を

中傷して悪魔の座に着き続ける者は、闇の中におり（同 2:9-11）悪魔と同等の裁きがある。（同 3:7-12）
どうしようもなく兄弟姉妹を攻めたい思いに駆られた時は、まず、イエスの血によって思いを清めていただく。

その思いは、主にある私からではなく、悪魔から来たものである事、またキリストにある自分の立場（エペソ

2：6）を宣言し、悪魔に対しては高らかに勝利した者としての立場（黙示録 20:10)に立つ事である。

悪魔の性質は、日夜休み無く神の御前で訴える事(黙示録 12:9,10)であり、兄弟姉妹を訴える行為は、悪

魔の座に座る事、「言った者勝ち」「訴えた者勝ち」の論理は、実にサタンから来る。

悪魔がなぜこうも日夜ひっきりなしに訴えるのか。それはどさくさに紛れて、邪悪な自分を隠すためだ。

最初に訴える者は、その相手が来て彼を調べるまでは、正しく見えるものだ。（箴言 18:17）

善悪の実を食べたアダム、エバが真っ先にした事といえば、自分の事は棚に上げ、隣にいるこいつが悪い、

と訴えたが、もし誰かを訴え罪定めするなら、その人は自分の用いた量りに応じて訴えられてしまう。

故に「我らに罪を犯す者を、我らが赦すごとく、我らの罪をも赦したまえ」という祈りを、主は勧められたのだ。

大祭司は神と人との間に立ち、民のために神にとりなす者だが、ここでヨシュアはよごれた服を着ていた。

主の御前に立つには、主の示された規定に従い、一つでもそれを違えると打ち殺されてしまうほど神は聖

なるお方であり、御前に立つのは恐れ多い事であるが、主の御前には皆、よごれた服を着ているような者

であり、悪魔からいくらでも訴えられる余地のある者である。

サタンがヨシュアを訴えようと神と同じ所に立っていたのは、彼は神と同等の高い所に立ちたいからである。

しかし神は「サタンよ。主がおまえをとがめている。エルサレムを選んだ主が、おまえをとがめている。これ

は、火から取り出した燃えさしではないか。」(ゼカリヤ 3:2)と言われた。

神と同じ裁きの座にノコノコと来て立ち、誰かを罪定めしようとする者は、逆に罪に定められるのだ。

主はヨシュアを「燃えさし」と言われ、神の目からは、彼は既に罪も穢れも燃やされた、と見られていた。

そして、実際によごれた服を脱がせて下さり、礼服すなわち主イエスの裂かれた体を着せて下さり、きよい

ターバンをも被らせてくださった。

神はなぜ人（ヨシュア）を憐れみ、サタンをとがめたのか。

そもそも、人が母の胎に宿った時から既に罪ある者とならなくてはならない、その不条理の仕組みへと、人

間を陥れたのが、悪魔だ。

このサタンが導入させた罪と死から、人を救うために、イエス様という義の衣を、遣わしてくださったのだ。

本当に訴えられるべき悪魔が逆に訴え、訴えるべき人間が逆に訴えられているという、大いなるおかど違

いを、サタンは「偽り」によって演じているのだ。

人は罪があり、訴えられて当然であり、大祭司ヨシュアさえも申し開きする事ができなかった程であるが、そ

れに対し、神は人を徹底的に救おうとされた。

人には訴えられるべき点は確かにあるが、主が叱って下さったのは、告発する者の口である。

主は、「悪魔よ、おまえは人が何したと訴えるが、その本質、その仕組みを作ったのは、おまえだ。わたしは

おまえを、咎める。わたしはおまえの訴えた人間には、きよい衣を着せ、きよいターバンをかぶらせる。」と

言って下さる。

人ではなく、悪魔を叱ってくださったところに、主の大いなる恵みがある。



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部（日本語）　10:00
2部（韓国語）　11:00
食事/フェローシップ　12:00～
3部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00

集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　20:00～
水曜集会

　1部（韓国語 日本語通訳あり）　13:00～
　　　　　　　　　　　2部（日本語）　19:30～
金曜徹夜祈祷会　21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅 6番出口より徒

歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿いの、伊勢佐木警察

署の向かい対角線上にあり、1F がファミリーマートに

なっております。

天　声　教　会
1部礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://tensei-christ.info/
email：　ephes_03-r@yahoo.co.jp


